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１ 事業概要 

本事業のねらいは、学習状況の把握を基に授業改善を実践し、「教科における言語活動の

充実を基盤として基礎的・基本的な知識・技能の習得を図るとともに、思考力・判断力・

表現力及び自ら学ぶ意欲や態度を育てる指導」の成果を普及することである。 

高等学校情報科においては、情報活用能力を育むため、特に「情報の科学的な理解」を

促進する指導内容の充実を目指して授業改善を進めてきた。 

改訂された学習指導要領の趣旨を実現するため、主体的・対話的で深い学びの実現を図

るために「アクティブ・ラーニング」の視点から授業改善に取り組んでいる。 

 
令和３年度 学力向上総合推進事業 

 

情報科授業力向上推進プロジェクト実施要項 
 
１ 目  的 
   共通教科情報科及び専門教科情報科の担当教員が相互連携を図りながら、ＩＣＴを

活用した効果的な授業形態について教材開発を含めた実践研究をする。 
 
２ 主  催  岐阜県教育委員会（学校支援課） 
 
３ 実施概要 
 (1) 学力向上プロジェクトや学力向上推進事業で過去に研究してきた成果を踏まえな

がら、情報の科学的な理解を促進するとともに、主体的・対話的で深い学びの実現を
図る授業の構築を行う。また、評価規準に基づいた授業評価を行い、生徒の健全な情
報活用能力の育成を図る。 

  (2) 研究成果をホームページ上で公開し、県内各高等学校への普及を図る。 
 
４ 実施方法 
   県立高等学校の教員２名により「授業力向上推進プロジェクト委員会」を組織し、

意見交流を図りながら、指導主事の指導助言を受けて授業実践研究を行う。 
 
５ 実施日程 
 ５月  授業改善委員の任命  

７月５日 
【第１回委員会】 
 事業説明と研究の方向性についての協議 

７月～１１月  勤務校における研究計画の作成 

１１月１８日 
【第２回委員会】 
 各委員の研究計画と実践内容の確認 

１１月～１月 勤務校における実践研究 

１２月１６日 
【第３回委員会】 
 研究授業、授業研究会 

１月２４日 
【第４回委員会】 
 研究授業、授業研究会 

２月９日 
【第５回委員会】 
 研究成果の発表と課題の明確化 
成果の普及方法に関する協議 

３月 
学力向上総合推進事業授業改善アクションプラン成果のホーム

ページ公開 
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２ 実践報告 

授業力向上推進プロジェクト委員による情報科における主体的・対話的で深い学びの

実現を目指し、改訂された「情報Ⅰ」において、新たに学ぶ内容を含む「情報デザイン」

及び「データの活用」の具体的な授業実践報告を記載する。 

 
 
（１）岐阜県立岐阜北高等学校における実践事例 
 
１ 概要とねらい 
 来年度から学習指導要領が改訂され、共通教科情報科においては「社会と情報」と「情
報の科学」が「情報Ⅰ」に再編される。さらに「情報Ⅰ」の上に選択科目として「情報Ⅱ」
も設置される。それに伴い学習項目も大きく変わる。また、2025 年度以降の大学入学共通
テストに「情報」が追加されることも決定している。その背景には、Society5.0 とも呼ば
れる新たな時代の到来があり、変化する社会で子供達が生きていくための資質・能力を育
むものでなければならないからである。 
これらを踏まえ、今回の研究では新しい学習項目である「情報Ⅰ」の「情報デザイン」

の学習方法について研究した。また、教科情報の課題である ICT環境の活用、ICTに係る問
題解決と情報教育の横断的連携も合わせて研究した。 
 
２ 研究計画 

１２月下旬 研究計画の作成、教材研究 
１月上旬  学習指導案の作成 
１月    授業実践 
２月下旬   研究のまとめ 

 
「情報デザイン」は「コミュニケーションと情報デザイン」の章に含まれており、この

章での学習時間の目安は 17時間程度となる。限られた時間の中で「情報デザイン」の学習
目標を達成し、かつ生徒の実態に応じた学習内容として「オリジナルの本の帯を制作」を
主題に設定した。この学習内容を通して情報デザインの基礎を学ぶことを計画した。 
「オリジナルの本の帯を制作」を主題にした理由には、本校には読書の好きな生徒が多

く、学習目標の「効果的なコミュニケーションを行うための情報デザインの考え方や方法
に基づいて表現し、評価し改善すること」を達成できると判断したからである。また、生
徒の実態として、キーボードのある端末操作に不慣れであることや Office製品の利用頻度
の少なさがある。将来を見据えてこれらの技術向上を図りたいと考えた。 

ICT 環境の活用として、生徒が所有するタブレット端末、帯の制作のソフトウェアに
Office 製品の Microsoft Word、課題の配付と提出に教育支援サービスの manaba を活用し
た。 

ICTに係る問題解決として、タブレット端末の活用が増えたことで生徒によるタブレット
端末の破損の件数も増えている。破損理由の一つに落下による破損がある。４人構成のグ
ループワークで机をつなげると落下防止となるが、生徒間の距離が近くなることでコロナ
ウイルス感染の危険性も高まる。本校の図書館の机は広く、パーテーションも設置してい
るため、上記の問題をある程度解決することができる。そのため長時間のグループワーク
は図書館での活動とした。また、図書館の利用は学習内容との相性も良く、生徒は実際の
本の帯を参考にすることもできる。 
情報教育の横断的連携として、国語科との関連を図り「羅生門」の帯を制作する場面を

設定した。全員が学習している内容のため帯の制作時間の短縮につながる。 
 
３ 実践内容 
（１）導入・企画（１時間） 

課題「オリジナルの本の帯を制作」を伝える。読書好きが多いため、学習意欲を
高めることをねらっている。実際にメディアに流通している帯の付いた本をいくつ
か紹介して、完成形をイメージさせる。実際の制作に入る前に、練習として、「羅生
門」の帯の制作から進めた。まずは、帯に書く文章を考えさせた。 
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（２）情報デザイン基礎（１時間） 
羅生門の帯の文章のクラス代表を決定し、クラス代表の文章を基に各自で帯を制

作させる。同じ文章と同じ本の表紙にすることで、デザインのみに違いがでるので
学習目標が明確になる。羅生門の帯を制作する前に、情報デザインの基礎として、
「文字の読みやすさ」「フォント」「配色」について説明し、それらを踏まえて、羅
生門の帯のデザインから進めた。 

（３）コンテンツ制作①（１時間） 
   Word での帯の制作方法を説明し、羅生門の帯の制作に入る。 
（４）相互評価① 
   生徒同士の相互評価には、相手を気遣うあまりに評価の基準が低くなる傾向に

ある。それを避けるため４人グループを構成し、グループ毎の総合評価で競い合
う形式にした。グループ内で率直な評価ができる雰囲気になることをねらってい
る。 

（５）コンテンツ制作②（１時間） 
   今回の課題である「オリジナルの本の帯を制作」に入る。 
（６）相互評価②、コンテンツ制作②（２時間） 

     作品をグループ内で中間相互評価し、改善を繰り返す。評価基準をより明確に
するためルーブリックによる評価を取り入れている。 

（７）相互評価②（１時間） 
     クラス全員で評価し、クラス代表を決定する。 
 
 

【羅生門の帯の制作用プリント】 

   

 

【羅生門の帯の作品】 
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【オリジナルの帯の制作用プリント、相互評価】 

   

相互評価によるメモ 

 

 

【オリジナルの帯の作品】 

 

  

 

  

 

  

 

  

 

【代表作品の展示】 
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４ 成果と課題 

 限られた時間の中で「情報デザイン」の学習目標を達成し、かつ生徒の実態に応じた学

習内容として「オリジナルの本の帯を制作」を主題に設定した。学習目標である「効果的

なコミュニケーションを行うための情報デザインの考え方や方法に基づいて表現し、評価

し改善すること」は、この主題を通してほぼ達成することができた。生徒も意欲的に取組

んでおり、グループ内での中間相互評価での発表者（レビューイ）が楽しそうに作品を説

明している様子はとても印象的であった。今回の研究で「情報デザイン」の学習の見通し

を立てることができた。来年度はこれを基礎学習にして、残りの 10時間程度を応用学習に

充てる計画である。 

 課題として、ルーブリックの評価基準が考慮不足であった。より質の高い作品につなが

るようにさらに具体的な内容に見直ししたい。「複数の色を使う場合の配色について」な

どは特に基準を明確にしたい。また、可能であれば国語科の「羅生門」の学習時期を考慮

して、教科等横断的な視点での学習の充実も図りたい。 

 最後に、学習後に図書館や廊下に作品を展示している。これが生徒の新たな本との出会

いにつながり、新しい発見や可能性になれればと期待する。 

 

 

（２）岐阜県立本巣松陽高等学校における実践事例  

 

１ 概要とねらい 

 来年度から施行される高等学校「情報Ⅰ」では、「情報社会の問題解決」、「コミュニ

ケーションと情報デザイン」、「コンピュータとプログラミング」、「情報通信ネットワ

ークとデータの活用」を学ぶ。また、高等学校の新学習指導要領では、「教科等の特質に

応じて教科等横断的に情報活用能力を身に付けさせる教育」の充実が求められている。特

に、「データの活用」においては、中学校数学科の「D データの活用」や高等学校数学Ⅰ

の「データの分析」との関わりが非常に深く、情報においてはその学習のつながりを意識

する必要がある。 

 本実践では、「数学Ⅰ」を通して得た統計に関する知識をもとに、情報を通してソフト

ウェアを利用したデータの処理技術を身に付ける授業を計画しており、その授業の中で、

「他教科との連携」や「主体的で深い学び」を意識した。興味関心のあるテーマで問題解

決を行い、見出した情報を活用しながら他者に根拠をもって説明する過程で、「他教科との

連携」や「主体的で深い学び」を達成することをねらいとした。 

 

２ 研究計画 

 本校では、「社会と情報」２単位を１年生で実施し、学校設定科目「情報演習」２単位

を３年生文系の選択科目として実施している。今回は、普通科３年生１１名が選択してい

る「情報演習」の中で１０月下旬から１月中旬の約３か月間で実践した。 

 

９月～１０月     研究計画の作成、教材研究 

１０月下旬      学習指導案の作成 

１０月下旬～１月中旬 授業実践 

１月下旬       研究成果のまとめ 
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３ 実践内容 

（１）統計量とデータの尺度（３時間） 

１年次に数学Ⅰ「データの分析」で学習している範 

囲であるが、復習を兼ねて基本統計量についてワーク 

シート（図１）を用いて学習をした。実際に簡単なア

ンケートを作成し、標本調査と全数調査を行い、誤差

について学び、あるホテルの宿泊者数という例を用い

ながら、基本統計量を求めた。また、Excel 関数での

求め方も行った。 

（２）相関と相関係数、散布図（３時間） 

 ワークシートを用い、散布図から読み取れること、

相関関係と因果関係の違い、相関係数の求め方につい

て学習した。また、具体例として世界の河川の流域面

積と長さの関係について散布図（図２）を

作成し、相関係数を求めた。 

（３）ソフトウェアを利用したデータの処理 

（３時間） 

オープンデータを用いて分析し、根拠を

もって説明することが最終的な課題であ

ることを説明し、「各自興味のあること・

将来の職業等をテーマに分析したいこと」 

を考えておくように指示した。その際、データが必要となってくるため、RESAS（地

域経済分析システム）、e-Stat、統計ダッシュボードなどのサイトを紹介した。 

（ア）与えられたデータからグラフを作成し、分析する。（２時間） 

情報演習を選択している生徒は、２、

３年の総合的な探究の時間を通して、地

域課題に触れている。そのため、RESAS

（地域経済分析システム）からデータを

CSV でダウンロードし加工した「岐阜

市と本巣市の５歳階級別推計人口（図

３）」をもとに人口の推移等を考察した。

また、与えられたデータからヒストグラ

ムを 

作成し、高齢化率と潜在扶養指数を計算し

たり、RESAS からデータを CSV でダ 

ウンロードし加工した「人口移動の推移」や「岐阜県の高齢化率と人口密度、岐阜県

の高齢化率と全国特殊出生率、岐阜県の高齢化率と社会減率」をもとに散布図を作成

し、相関係数を求めたりした。 

（イ）作成したグラフから読み取れることをまとめる。（１時間） 

Word または PowerPoint 等を利用し、Excel データをグラフ化し、まとめる。こ

の際、グラフからわかったことや予測したこととともに、事実として本巣市や岐阜市

の市町村合併の変遷や世界的な出来事等も一緒に調べまとめた。 

（４）問題解決に必要なデータ（３時間） 

「スマートフォンと交通事故」、「文化の日と天気」という予め決められたテーマの 

  中で、各自で仮説を立て必要なデータを収集し、グラフ化し分析する。この際、グラ 

図１ 

図２ 

図３ 
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  フをウェブ上から拾うのではなく、統計データを収集し、自らグラフ化することを課 

題とした。また、データの出典を意識させるために、互いにどこのデータを持ってき 

たかを交流させた。 

（５）オープンデータの活用（８時間） 

（ア）テーマ（図４）から仮説を立て、データを収集する。（２時間） 

 各自決めたテーマから仮説をたて、デ

ータの収集を行った。テーマが決まって

も仮説が立てられない生徒には教員が

そのテーマでどのようなことをしたい

のか聞き取り、サポートした。また、デ

ータの収集がうまくいかない生徒には

いくつかのデータを提供した。 

（イ）データ分析と中間発表（２時間） 

収集したデータを可視化し、中間発表に向けてプレゼンテーション等の準備を行っ

た。中間発表では、仮説をはっきり示し、現在の分析状況についてグループ内で発表

を行った。ここでは、生徒同士で他者評価を行うことで、分析結果を他者にわかりや

すく根拠をもって伝えるためにはどうすべきかを考えさせた。 

（ウ）データ分析と最終発表（４時間） 

中間発表で得た他者評価を発表者に返却し、そこでのアドバイスも踏まえて最終発

表に向けてデータ分析を行い、プレゼンテーション（図５、図６）等の準備を行った。

最終発表では、グループ内発表ではなく全体発表とし、生徒同士でルーブリック（図

７）をもとに他者評価（図８）を行い、教員も評価を行った。また、自己評価は manaba

のアンケート機能を利用して行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 

図５ 図６ 

図８ 

図７ 
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４ 成果と課題 

 ねらいは、「他教科との連携」と「主体的で深い学び」を行うことであった。 

「他教科との連携」については、統計・データの分析という点で数学科と、データを分

析する際には社会情勢にも触れることで地歴公民科と、問題解決では総合的な探究の時間

との連携がおおむね達成できた。特に、本校３年生は「総合的な探究の時間」に地域探究

として論文をまとめており、データの収集・まとめることについてはそこでの経験が生か

されていた。また、情報科としては、他教科で学んだことを生かしながら情報機器を使用

し、複雑な計算を表計算ソフトに任せることで、数学が苦手な生徒でも苦も無くデータの

分析をすることができたと思っている。 

「主体的で深い学び」については、テーマをあえて制限を付けず自由に決めたことによ

って、生徒が興味関心のあるテーマを選び、主体性をもって問題解決に当たれたと思われ

る。また、自由なテーマのためデータの収集においては、オープンデータからデータを引

き出せない生徒や仮説を立てにくいテーマを選択した生徒もいたため、生徒の進捗状況を

見ながら声掛けすることが重要である。 

 課題としては、テーマ設定する際にどこまで自由さを取り入れるかということである。

今回は受講人数が１１人のため、テーマ設定をすべて生徒に任せたが、テーマ設定に悩む

生徒もいた。受講人数が増えるとテーマ設定に悩む生徒も出てくると予想される。また、

テーマによってはオープンデータがない場合もあり、校内でアンケートを実施するなどデ

ータの収集に時間が割かれ、分析まで到達できない可能性も考えられる。そのため、ある

程度テーマ設定の幅を決めるなど、教師側の準備も必要となってくると思われる。 
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３ 資料編 

（１）実践した各科目の単元指導計画及び学習指導案例 

 

① 岐阜北高等学校 「社会と情報」単元指導計画 

 「情報デザイン」 

□単元の目標

□学習活動における具体の評価規準と評価方法

□指導と評価の計画

知 思 態

1 1 ①

2 1 ① ①

3 1 ②

4 1 ② ②

5 1 ②

6 1 ③

7 1 ③

8 1 ③

計 8

アンケート（帯の文章）

情報デザインの方法について身に付けて
いる。

令和3年度

(1) 効果的なコミュニケーションを行うための情報デザインの考え方や方法を理解し表現する技能を身に付ける。
(2) 効果的なコミュニケーションを行うための情報デザインの考え方や方法に基づいて表現し，評価し改善する。
(3) 効果的なコミュニケーションを行うための情報デザインの考え方や方法に基づいて、本の帯を制作し、評価・改善を繰り返しながらよりよいものを作
成しようとする。

知識・技能

思考・判断・表現

②

情報デザインの考え方や方法に基づいて
考えようと粘り強く取り組もうとしている。

行動観察

単元名 情報デザイン

文字の読みやすさ、色、フォントについて
理解している。

目的や状況に応じたデザインを考えること
ができる。

①

ワークシート ワークシート

主体的に学習に取り組む態度

知識・技能

効果的なコミュニケーションを行うための情報デザ
インの考え方や方法を理解し表現する技能を身
に付けている。

コミュニケーションの目的や伝える情報を
明確にしようとしている。

作品①、アンケート(相互評価①）

コンテンツの設計、制作、実⾏、評価、改
善をすることができる。

制作したコンテンツを評価し、改善点を提
案し、積極的に相手に伝えている。

時間数 8 担当者名

主体的に学習に取り組む態度

効果的なコミュニケーションを行うための情報デザ
インの考え方や方法に基づいて表現し，評価し
改善することができる。

効果的なコミュニケーションを行うための情報デザ
インの考え方や方法に基づいて、本の帯を制作
し、評価・改善を繰り返しながらよりよいものを作
成しようとしている。

相互評価②

③

授業番

号

単位時

間数
主題 主な学習活動（指導内容）と到達目標

③

相互評価① ・クラス全員分を相互評価し、manabaのアンケート
  に回答する。
・作品①をmanabaのレポートに提出する。
・ワークシートをカメラで取り込み、manabaのレ
  ポートに提出する。

作品②、アンケート(相互評価②）

コンテンツ制作②

情報デザインの考え⽅や⽅法を用いて表

現することができる。

作品①

行動観察、評価シート

 効果的なコミュニケーションを行うための
情報デザインの考え方や方法を身に付け
ている。

作品②

行動観察

manabaのアンケート結果
(相互評価①）
作品①

③

評価の場面・方法

作品②

・本の帯がメディア（情報伝達媒体）として不可欠
  であることを知る。
・羅生門の帯の文章を考える。
・manabaのアンケート(帯の文章)に考えた文章を
  提出する。

・文字の読みやすさ、色、フォントについて学習す
  る。
・羅生門の帯をワークシートにデザインする。

コンテンツ制作①

・Wordで好きな本の帯(作品②)を制作する。

② ②

導入・企画

情報デザイン基礎

コンテンツ制作②

思考・判断・表現

行動観察

ワークシート

・Wordで羅生門の帯(作品①)を制作する。

・作品②をmanabaのレポートに提出する。
・クラス全員分を相互評価し、manabaのアンケート
  に回答する。

manabaのアンケート（帯の
文章）

manabaのアンケート結果
(相互評価②）
作品②

行動観察
評価シート

科目名 社会と情報 実施年度

評価計画

相互評価②・コンテンツ制
作②

・チームで相互評価し、改善をする。
・Wordで好きな本の帯(作品②)を制作する。
・評価シートをカメラで取り込み、manabaのレポー
  トに提出する。

・Wordで好きな本の帯(作品②)を制作する。

① ①
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①－2 岐阜北高等学校 「社会と情報」学習指導案 

 「情報デザイン」 

担当者 実施日

6 時間目 ／ 時間数

知 思 態

15

1. 4人構成のグループで順に1人ずつ発表し、聞き手が
   評価をする。

2. 発表者（レビューイ）は、自分が選んだ本の概要と制
    作した帯のデザインについて説明する。（2分半）

3. 聞き手（レビュアー）は、発表者の帯のデザインをルー
    ブリックに従って評価し、改善点を提案する。
    （１分半×3人）
   発表者（レビューイ）は、スタイラスペンなどを活用して、
   改善   点を記録する。聞き手は発表者に評価シートを
   渡す。

評価基準をまとめた電子ファイル
を確認するように促す。

必要に応じてスタイラスペンを活
用するように促す。

③
行動観察
評価シート

2

情報デザイン

相互評価の手順
説明

評価計画指導上の留意点・到達目標

コンテンツ制作の相互評価と改善

社会と情報

8

令和      年      月     日

制作したコンテンツを評価し、改善点を提案し、積極的に相手に伝えている。【主体的に学習に取り組む態度】

評価の場面・方
法

学習活動（指導内容）

評価

ま
と
め

展
開

科目名

導
入

内容・ねらい

主題

単元名

本時間の
学習目標

分
段
階

総合評価の手順を確認する。
ルーブリックを確認する。

総合評価の手順を説明する。
 ルーブリックに従って、評価する
ことを説明する。

本時の主題を確認する。
「制作したコンテンツを評価し、改善点を提案する。」

本時のまとめ

コンテンツ制作

本時の主題

評価内容と改善点から、帯のデザイン(作品）を見直す。

5

28

評価
改善点の提案

評価シートと作品の提出方法と
提出期限を説明する。

評価シートと作品の提出方法と提出期限を確認する。
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② 本巣松陽高等学校 「情報演習」単元指導計画 

 「データの分析」 

□単元の目標

□学習活動における具体の評価規準と評価方法

□指導と評価の計画

知 思 態

1 3 ①

2 3 ① ①

3 3 ②

4 3 ② ② ①

5 8 ③ ②

計 20

①

知識・技能

思考・判断・表現

時間数

知識・技能

20 担当者名

思考・判断・表現

問題の発見・解決にデータを活用するため
に、適切なデータの選択、分析する方法、
多面的に精査する方法について、粘り強く
取り組み、試行錯誤し、評価と改善とを重
ねながら進めようとしている。

主体的に学習に取り組む態度

単元名 データの分析

主体的に学習に取り組む態度

データを表現、蓄積するための表し方と
データを収集、整理、分析する方法につい
て理解し、技能を身に付けている。

データの収集、整理、分析及び結果の表
現の方法を適切に選択し、実行し、評価し
改善することができる。

データを適切に選択する方法や、分
析の仕方について、粘り強く取り組も
うとしている。

ワークシート

ワークシート 授業の様子、振り返りシート

ワークシート

分析した結果を客観的指標から判
断し、他者にわかるように表現でき
る。

データを可視化し、わかりやすく提
示するための技能や知識を身につ
けている。

どのようなデータを収集するか考え、
整理し、状況にあった分析の方法を
判断することができる。

分析した結果について可視化を行う
ことにより、データから傾向を見出す
ことができる ①

ワークシート

①

データのさまざまな形式について理
解し、データの尺度の違いやデータ
の取り扱い方を理解するとともに、技
能を身に付けている。

統計量とデータの尺度

具体的な問題例を提示しながら、その解決に必
要とされるデータを収集し、加工する。
・数多くのデータの中から必要なデータを選択す
る。
・収集したデータをもとに、データをわかりやすく
加工できる

ソフトウエアを利用した
データの処理

相関と相関係数、散布
図

問題解決に必要なデー
タ

オープンデータの活用
【本時16/20】

③

授業
番号

単位
時間
数

自らが気になっているテーマについて、仮説を立
て、データ分析を通して考察する。
・進んで、テーマを見つけ、仮説を立てることがで
きる。
・仮説に基づいて、必要なデータを収集し加工す
ることができる。

ワークシート、発表

主な学習活動（指導内容）と到達目標

③

知①：ワークシート

思③：ワークシート・発
表
態②：授業での様子
　　　　振り返りシート

知②：ワークシート
思②：ワークシート
態①：授業の様子
         振り返りシート

おもな基本統計量について理解し、具体例を活
用しながらどのように事例を判断するか考察す
る。
・平均値，中央値，最頻値の違いを理解する。
・分散と標準偏差を知る。
・名義尺度，順序尺度，間隔尺度，⽐例尺度など
相関係数や散布図から2つのデータの相関につ
いて考察する。
・相関係数の意味を理解する
・散布図を用いて、2つのデータの相関を大まか
に分析することができる
・相関係数から2つのデータの相関について分析
し、考察することができる
表計算ソフト等を用いて、データを可視化する方
法を学び、わかりやすいデータの作成方法を学
ぶ。
・ヒストグラム、散布図を作成できる。
・相関係数を表計算ソフトを用いて計算できる。

知②：ワークシート

知①：ワークシート
思①：ワークシート

科目名 情報演習 実施年度

評価計画

② ②

主題

令和　３　年度

(１)データを表現、蓄積するための表し方と、データを収集、整理、分析する方法について理解し技能を身に付ける。
(２)データの収集、整理、分析及び結果の表現の方法を適切に選択し、実行し、評価し改善する。
(３)問題の発見・解決にデータを活用するために、適切なデータの選択、分析する方法、多面的に精査する方法について、粘り強く
取り組み、試行錯誤と評価・改善とを重ねながら進めようとする。

評価の場面・方法

自らテーマや課題を設定し、データ
分析に関する知識や技能を生かし
て、粘り強く取り組み、改善しようとし
ている。
授業の様子、振り返りシート

②

③
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②－2 本巣松陽高等学校 「情報演習」学習指導案 

 「データの分析」 

担当者 実施日

16 時間目 ／ 時間数

知 思 態

③

②

進行がスムーズに行われるよ
うに注意する

各自で「テーマ」「データの分析手法」「考察」「プレゼン準
備」「発表」それぞれの取組みについて評価シートにまとめ
る。

次時、他者からの評価を活かしながら、データ分析をもう一
度見直し、分析結果をまとめていく。

プレゼンテー
ション（発表）

他者評価
以下、繰り返
す。

発表を聞いている生徒は、ルーブリックをもとに評価シート
に発表者の発表を評価する。

本時のまとめ

他グループの
発表を見てどう
だったか、自分
たちの発表は
どうだったか評
価する。

・ルーブリックを用いて、評価
を行う。

評価

評価計画指導上の留意点・到達目標

発表者は、テーマを選んだ理由、仮説、そのために必要な
データをどこからもってきたのか、今の分析状況の説明を
する。

・事前にグループ分けした班
ごとに中間発表を行う。
・ハキハキと大きな声で発表
させる。

前時までに準備した「データ分析の結果」をまとめ、プレゼ
ンテーションの発表準備をする。

・評価プリントの配布

課題「データを分析することで根拠をもって説明しよう」
本時の主題の確認。
どのような仮説を立て、どのようなデータを収集し、分析す
るのかを発表する。

本時の主題

自己評価
シート

プレゼンテー
ションの発表・

他者評価

・本時の課題を確認する
・自分のタブレットにプレゼン
テーションのデータを準備し
ておく

学習活動（指導内容）

本時間の
学習目標

ま
と
め

展
開

10

30

10

分
段
階 評価の場面・

方法

科目名

導
入

内容・ねらい

主題

単元名 データの分析

プレゼンテー
ションの準備

選んだテーマ・現在の分析状況についてグループ内で発表しよう。

データを分析することで、根拠をもって説明しよう。

情報演習

20

令和　 ３　年 　  　月　  　日
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（２）高等学校情報科授業改善委員会参加者 

 

 授業力向上推進プロジェクト委員 

  岐阜県立岐阜北高等学校  教  諭  夏 川 慶 章 

  岐阜県立本巣松陽高等学校  教  諭  大 野 幸 代 

   

 

 教科指導担当 

  岐阜県教育委員会教育総務課  指導主事  小 川 陽 介 

  岐阜県教育委員会教育総務課  指導主事  役   正 好 

 


